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中海・宍道湖
     ・大山圏域

市長会
 通信⑧

圏
域
を
つ
な
ぐ

二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

伝
統
芸
能
祭

　

こ
の
地
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

芸
能
を
一
堂
に
集
め
、
伝
承
と
活
用
の

気
運
を
広
め
る
目
的
で
伝
統
芸
能
祭
を

開
催
し
ま
す
。
圏
域
市
長
会
を
構
成
す

る
各
市
か
ら
安
来
節
保
存
会
（
安
来

市
）
、
佐
陀
神
能
保
存
会
（
松
江
市
）
、

見み

々み

久く

神
楽
保
持
者
会
（
出
雲
市
）
、

米
子
が
い
な
太
鼓
保
存
会
・
和
田
荒
神

こ
ど
も
太
鼓
（
米
子
市
）
、
境
さ
ん
こ

節
保
存
会
（
境
港
市
）
が
出
演
し
ま
す
。

▼
日
時
：
12
月
２
日
㈰
12
時
30
分
開
演

▼
会
場
：
安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

「
ア
ル
テ
ピ
ア
」

▼
入
場
料
：
８
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
入
場
料
の
一
部
は
国
内
の
自
然
災
害

に
被
災
さ
れ
た
方
々
に
義
援
金
と
し
て

寄
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
：
圏
域
市
長
会
事
務
局

☎
０
８
５
２-

55-
５
０
５
６

※
詳
細
は
、
市
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
スh

ttp
s://w

w
w
.n
ak
au
m
i.jp
/

～
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
あ
そ
ぼ
う
～

キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

圏
域
の
学
区
や
市
域
を
超
え
た
若
い

世
代
の
〝
仲
間
づ
く
り
〟
の
キ
ッ
カ
ケ

に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
圏
域
の
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
等
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
、
ゲ
ー
ム
な
ど
行
い
ま
す
。
島
根
ス

サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
、
デ
ィ
オ
ッ
サ
出

雲
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
の
選
手
が
来
場

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
色
々
な
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
：
１
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～

▼
会
場
：
米
子
市
民
体
育
館

▼
参
加
対
象
：
小
学
１
、
２
年
生
お
よ

び
そ
の
保
護
者

※
子
ど
も
と
保
護
者
ペ
ア
で
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

応
募
方
法
や
詳
し
い
こ
と
は
、
市
長
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲伝統芸能祭には、安来市からは民謡「安来節」が
参加。普段、触れる機会の少ない他市の伝統芸能を
鑑賞できる貴重な機会です。（写真はイメージ）

▼
行
政
告
知
端
末
に
乾
電
池
を
正

し
く
入
れ
て
い
な
い
場
合
、
停
電

時
に
行
政
告
知
放
送
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
行
政
告
知
放
送
で
は
、
国
が
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
）
で
発
信
し
た
緊
急
情
報
も

放
送
し
ま
す
。
停
電
時
に
備
え
、

行
政
告
知
端
末
に
乾
電
池
を
入
れ

ま
し
ょ
う
。

▼
乾
電
池
は
単
三
形
が
４
本
必
要

で
す
。
充
電
池
は
不
可
。

▼
乾
電
池
の
寿
命
は
約
１
年
。
年

１
回
の
交
換
が
必
要
で
す
。

▼
交
換
を
し
な
い
ま
ま
に
す
る
と

乾
電
池
自
体
が
腐
食
し
、
機
器
の

故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
必
ず

定
期
的
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

行
政
告
知
端
末
の

乾
電
池
を
交
換

【問い合わせ】
情報政策課☎ 23-3077

▶
上
部
に
あ
る
「
ふ
た
」
を
手

前
に
引
っ
張
っ
て
開
け
ま
す
。

中
海
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宍
道
湖
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大
山
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伝
統
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キ
ッ
ズ
ふ
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あ
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ポ
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フ
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バ
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平成 30年度第１回市長会総会
　８月９日

に総会を開
催し、今年
度事業につ
いて話し合
いました。
　今後は、新幹線や道路などのインフ
ラ整備を市長会の大きな柱として取り
組むことにしました。

　


